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子供と「言葉」 一ヴァレリー ・ラルボーの場合―
瓜生 濃世
はじめに
作家が自伝的作品において幼少時代を描く時、しばしば文学作品との出会い
が重要な出来事として扱われるのはごく自然な現象であろう。実際、多くの有
名作家の自伝あるいは自伝的作品においてそれを目にすることができる。①そ
してそれは作家自身の創作活動における言語観を理解するうえで、欠かせない
材料となるはずである。なぜなら子供である主人公と「文学」という彼にとつ
てはまだ未知なるものとの出会いを通し、「言葉」一あるいは「文章」―に対す
る考えがより基本的な形で現れていると考えられるからである。
ヴァレリー ・ラルボーは、内的独自という実験的な文学手法を実践したこと
でも知られるように、「言葉による記述」に対して常に問題意識を持つていた作
家である。彼は自伝的短編集『めばえ(]焼囲力め』に収められている『包丁
Cθ(%叩9θ)』 と『夏休みの宿題(2ぎ由sあ″励 』において物語創作や
詩作に挑む少年を描いており、そこで子供が持つ「言葉」そのものに対する好
奇心を描き出している。それは子供の遊戯の延長上にあるような創作活動では
あつても、ラルボー自身の作家活動の原風景と思われるような「言葉との格闘」
が真摯に描かれており、彼の言語観が前面に出ているようで非常に興味深い。
そこで、これら二編に見られる子供たちと文学作品―あるいは何らかの「書か
れたテクスト」―に関する場面の分析を通し、ラルボーの文学創作活動におけ
る基盤となるであろう「言葉」に対する考えを探りたい。
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I.子供における「言葉」の役割一大人に対する反発の源泉
一般的に、文学作品に現れる子供が最初に「言葉」の存在を意識する時、「言
葉」は彼にどんな役割を果たすのであろう力Ъ現代フランス文学における子供
の描写を、豊富な例とともに研究したシャンバール・ ドゥ。ロー エ氏の説明を
見てみよう。彼女の説明によると、子供は自分を取り巻く事物を直接知覚する
過程を経た後、今度は言葉によつて事物を認識することとなる。そしてそれは、
直接知覚することができる世界とは別の世界へと誘うものである。
子供は、自分を取り巻く事物を、最初は直接発見する。その発見からまもなく、知識を
増やし続けると同時に、今度は言葉から成る間接的な言語を習得するのであり、子供は
言葉と事物を対応させるようにならなければならない。というよりも、言葉によつて、
子供は直接知覚する現実とは別の現実に目覚めることができるのである。。)
子供は様々な知識を増やし、現実の身の回りに存在する様々な事物の発見を
重ねながら、新たな世界観を形成する手段である「言葉」を取得し始める。そ
れは事物を問接的に把握することを可能にするものであり、子供は「言葉」に
よってのみ認識可能である世界へ、つまり自分を直接取り囲み、そして実際に
目にし、手で触れる形で現れている世界とは別の世界へ関心を抱くようになっ
ていく。すなわち子供における「言葉」の一次作用を想定するならば、それは
自分が直接知りえない世界、そしてそこに存在する様々な事物一そこにあるの
は時に概念でもあろう一を認識させることにあるといつて良いだろう。この観
点に立ち、ラルボーの二作品における子供の描写を見てみたい。
まず最初に、『包丁』の一場面を見てみよう。間もなく人歳になる主人公の少
年ミルー は、農機具工場を営む父親に代表される大人たちに反抗心を抱き、父
親やその仲間たちの話すある種の言葉に反感を持つ。
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それにしても、パパやパパの友達って、家畜のMhepteDだの用益確血sufmithだの
契約価威rathだの抵当QypotttqueOだのつて、どうしていつもわけのわからない醜い
ことばかり話しているんだろう?それに大人たちが彼ら独特の話しぶりでそういう言
葉を口にするときの調子ときたら!彼ら紳士たちをひつぱたいてやりたい…用益権な
んて、草の上に落ちて、十一月の雨の下でしなびて割れて腐つてしまつたリンゴみたい
だ。抵当なんて、家の白い正面玄関に組まれた真つ黒なこわい足場だ:は410)
大人たちが使う聞きなれない言葉、その正確な意味はわからずともミルーは
何かしら不愉快なものを感じ取り、その言葉たちを語感だけで「醜い」と判断
している。幼いミルーは、父親が生きているビジネス中心のブルジョフの世界
というものを当然ながらまだ理解していないのだが、彼は父親の言葉を通して、
その大人の世界一自分の知らない別の現実一に対する反発心を育んでいるの注
つまり、ラルボー作品においては、「言葉」の一次作用は大人世界に対する子供
の反発心を生み出すことではないだろう力、大人が使う様々な言葉を通して、
子供は自分が生きる世界とは別の世界をかいま見ることとなり、その未知なる
ものに対して不安を抱く。そしてミルーの場合は、その見知らぬ、得体の知れ
ぬ世界の存在におののきながらも、それに負けぬよう、父親たちが使う不気味
な言葉 (「用益権」「抵当」)に対して自分なりの定義を与えている (「腐ってし
まったりんご」「真っ黒なこわい足場」)。 つまり、彼は間接的に知った大人たち
の世界を、何とか自分が知っている世界へとひきずりだそうとしているのた
それは、幼いながらもいつ力1ま自分もその大人の世界に踏み込んでいかなけれ
ばならない予感を持つ子供がなしえる精二杯の行動であり、またそれは大人た
ちの「言葉」を自分の知つている「言葉」に変換するという作業によつて可能
となるものである。このように、見知らぬものを指し示す言葉に出会つた時に、
自分の知つている言葉への変換を試みるという作業は、ラルボーの作品におけ
る重要なモチーフのひとつであるように思われる。
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夏休みを終えると中等教育の第二学級へと進級する少年が主人公の『夏休み
の宿測 においても、大人の世界への反発心が描かれ、より成熟した表現にお
いて「言葉」に関する子供の考えが記述されている。ただし、ミルー は大人た
ちが使う見知らぬ言葉を受け止める側でしかなかったが、『夏休みの宿題』の少
年は、大人たちがその意味を知らない一理解することのできない二言葉を子供
側から密かに発信している。
それどころか、勉強と友情、ぼくたちのそれのような友情は、同じ性質を持つものなの
だ。それは説明がつかないことなのだが、事実そうなのだ:勉強をすればするほど、そ
れだけ僕は愛する友に近づいている自分を感じるだろう。おお、かくも純粋な、かくも
忠実な、かくも優しくかつ激しい、秘めやかな情熱よ!大人たちはそういう情熱を決し
て知ることはないだろう。彼らには理解できないのだ:どんな言葉をもつてしても、こ
ういうことは彼らに理解させることはできないのだ、なぜなら、この友情というものは、
いわゆる彼らの友情とは別のものだからだ。(p。489
彼にとっての「友情」とは大人の世界に存在するものとlta性質が異なるもの
であり、決して大人たちには理解できないものである。知らない言葉を、自分
が知っている全く別の言葉でしか解釈できなかったミルー の段階から一歩進み、
この少年の場合は同じ言葉であっても使う人間によつて意味が異なることを十
分理解している。大人が使用する言葉に違和感を感じた時、自分にとって適当
な意味を見出し、定義づけることは子供にとつて重要な作業なのである。そし
てそれは、しばしば大人が求める理想的な子供の作業として好ましくないもの
であろうことは想像に難くない。
ところで、大人が求める子供像と、子供が自身に抱く像が合致しないことは
ごく一般的な傾向であると思われるが、例えばラルボー は、『夏休みの宿題』に
おいて次のように「言葉」を通してそのずれを表現している。
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両親たちは、ぼくたちの幼い頃のことを他人に話してきかせるのだが、ぼくたちの記憶
に残つているものがそういう話にでてきたためしがない。彼らはぼくたちを中傷する。
ときには、本で読んだ子供言葉を、どうやらぼくたちに教えるために使いさえするのた
他人の前でこうしたことがあると、ぼくたちは恥ずかしくなる。しかしぼくたち子供は
意気地なしなので、大人たちと一緒になつて自分のことを笑うのである。い。488)
大人は、自分が使う子供用の言葉が、もはや子供たちにはふさわしくないこ
とにしばしば気づかない。この反応は「言葉」が手むあるひとつの複雑な側面
を示している。それは「言葉」の実用的機能に関する問題である。「言葉」のコ
ミュニケーション機能を大人は疑わないが、子供はその機能に疑問を抱く。す
なわち、大人に代表される周りの人間は「言葉」を問題なく使い、子供たちに
も何の疑問もなくその言葉を提示するのに対し、子供たちはそういつた言葉に
しばしば疑間を感じて新たな定義を考えねばならず、戸惑いを覚えるような言
葉に対してはただ黙って受け止めなければならない。「言葉」が持つこうした側
面を通して、子供は自分の世界と大人の世界一外の世界一の間にある亀裂を感
じ、大人たちへの反発心を深めていく。そしてその反発心が、子供と大人の違
いを認識させ、結果子供の自らの世界に対する関心を高めることになるのはご
く自然な流れであろう。
以上をまとめると、子供と「言葉」の出会いはまず大人世界への相容れない
感情をもたらして養うものであり、それは同時に自分だけの世界を形成する力
の養成ともなるはずである。したがつて、ラルボー作品の子供における「言葉」
の一次作用とは、まずなによりも自分の外にあるものと内にあるものを発見さ
せる現象であると考えられる:そして、「言葉」とは自分で解釈し、なおかつ発
信するものであるという考えがすでに子供の胸の内にあることも描写されてい
る。
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子供における「言葉」の二次作用を想定するならば、それは子供とテクスト
ー文学作品一の出会いを契機として、具体的な形をとるものではないだろう力、
文学テクストは、自分 (子供)の世界と身近な大人の世界しか知らなかつた子
供が、それ以外の世界を知ることができる重要な材料だと言えるであろう。そ
こで得られた知識や「言葉」によつて、子供は新たな段階へと進むことが可能
となるのである。前章で確認したように、ラルボー作品においては、子供は独
自の解釈による「言葉」や発信すべき「言葉」を秘めた存在であるから、新た
な段階とはすなわち、自分の中から生まれるもの一日の前の現実には存在しな
いもの一を書き記す作業に取り組むことではないだろう力、子供は自ら「言葉」
によつて新しい世界をつくりだそうと試みるのである。とりわけラルボーの場
合は、少年時代に母親の厳しい監視下で読書と夢想を現実逃避の手段にしてい
たという経験が反映され、子供が「言葉」によつて現実とは別の世界をつくり
だす作業に向かうことをごく自然な現象として描いている。
『包丁』の主人公ミルーは、『包丁のみじめさCa Mttre du coupereO』と
いう題名の「お言論 bD」をつくろうとするのだが、母親に馬鹿にされる。が、
それは彼にとつては真剣な作業である。③そして実のところ、彼は「お話」で
はなく、「詩」を創作したいと密かに思つているのだ。
ミルー は自分が作りたいと思つているものが『詩の宝申缶色or I●5伍que)』のなかで詩
lp“sb)と呼ばれているものであることはよくわかつているのだが、しかしこの言葉
を一度も口に出して言つたことがなかつた。それは奇妙で仰々しく、そしてあまりにも
美しすぎるものに思えて、それを口にすると声が震えるのではないかとおそれているの
礼 い。418)
大人たちが使う意味のわからない「言葉」を、彼らが話す時の不愉快な調子
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だけで「醜い」と判断することもある幼きミルーは、「言葉」に対して、そうし
た理由なき不快感だけでなく、この場面に見られるような畏怖の念を抱くこと
もあるのである。「詩」がどういったものであるのか、自分で生み出すことはで
きず、正確に説明することはできなくとも、ミルーは感覚で理解しており、「詩」
という言葉自体に何らかの力を感じている。
一方、『夏休みの宿測 の少年も、「詩」に対しては特別な感情を抱いている。
彼は何よりも勉強を大事にする少年であり、博物学や植物学、そしてラテン語
の仏訳などの夏休みの宿題に熱中するのだが、そんな彼にとつても「詩」はと
りわけ重要なものであることが述べられている。
詩の持つ抗し難い説得力、僕はそれを早い時期に知った。最初はFulで、しばらく
後には赤や金のヴィクトル・ユゴー の詩集、ラマルチーヌの青い表紙の詩集、自と金の
ミュッセの小詩集で、それから貧弱で悲しげな装丁のアルフレッド・ド0ヴィニー とア
ンドレ・シェニエの本で。し49つ
まだ幼いミルーとは異なり、すでに様々な詩集に接しているこの少年は「詩」
というものを具体的に知つており、その魅力もまた十分に知っているのである。
そして詩がもたらす喜びがどのようなものであるのか、例えば彼は次のように
描写している。前年の復活祭の休日、少年は大人が読むような挿絵入りの新聞
をいくつか買つて乗り合い馬車に乗り込み、他の乗客たちに見せびらかすよう
にそれらの新聞を広げていた。彼らの反応ばかり気にしていた少年だが、ふと
一篇の詩に目が留まるのである。
ところが突然、僕は一篇の詩に注意を引きつけられたのだつた 僕はその詩の声←dD
を聞き分け、僕の心は無上の喜びそして激しさとともに、その声に答えたのであつた
0.498)
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「詩の声が聞こえた」という表現は、まさに言葉によって現実とは別の世界に
導かれた体験であると言えよう。「詩」という文学テクストを通して、少年はこ
うした言葉の力を認識し、そしてその魅力を知ることとなったのだ。
このように、子供たちは「言葉」によつてつくられた世界、つまり現実とは
異なる世界に対してすでに特別な思いを抱いており、それは「詩」という言葉
に対して彼らが見出した崇高さによつて示されている。
Ⅲ.子供と「言葉」の格闘
『包丁』の主人公ミルー は、詩をつくることを断念し、「お話」をつくろうと
試みるわけだが、『包丁のみじめさ』というタイトルのその話は、家族とヴァカ
ンスを過ごす農場に最近やつてきた、左手にけがをしたことがあるという幼い
羊飼いの少女からミルー が着想したものである。しかし、幼いミルー がいざ「お
話」をつくろうとした時、彼は「言葉」の拒絶に出会うのである。
そして計画したその「お話」を作ることに専念しようとする。しかし言葉
“
sm画が、
フランス語のすべての言葉がまるで道をふさいでいる軍隊であるかのようにそこに隊
列を組んでいるのだ:勇敢にも彼はそれらの単語に向かつて突進して行き、まず一列目
に並んでいる、自分がよく知つている二、二の単語に挑む。けれどもそれらさえ彼を押
し返す。そして言葉の全隊列が、じつと動かず、深々と、城壁のように高くそびえて彼
を取り巻いている。彼は最後の突撃を試みる。〔・・〕突然彼は降参してしまい、企てを
あきらめる。圧倒され、胸のむかつきのようなものを覚え、彼のうちに果てしれぬ虚無
感が漂う。い。418‐419
「お話」をつくるにあたり、ミルーは言葉に拒絶され、あきらめざるをえな
い状態へと陥るわけである。言葉は彼に選択され、使用されることを拒む。ミ
ルーが普段からよく知つているはずの言葉さえ、拒絶するのである。この場面
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において注目すべきなのは、「言葉」が「軍隊」や「城壁」といつた戦争に関連
した語彙に例えられている点であろう。それはまだ幼いミルーが感じる困難さ
を彼が感じるままに、忠実に、説明した結果でもあろうし、一方で創作活動に
おいて「言葉」の選択がい力■こ困難なものであるのかを表すために、「言葉」と
いうものが創作者の意志では変化させることができないものであり、対決しな
ければならない目の前の障害であると明確に示されていることも確認しておき
たい。そしてこの場面には、子供による日常の言語とは異なる言語の存在一文
学のための「言葉」一の発見が描写されていると言つてよいだろう。
『夏休みの宿題』においても、こうした言葉との対決が描かれている。詩に
ついてすでに知識のある主人公の少年は、韻律法に気を配りながらひとつの詩
を完成させ、続いてヴァカンスの様々な思い出を詩にしようと取り組むのだが、
彼もまたミルーの場合と同様、言葉の拒絶に出会う。
そしてまたしても、言葉との格闘鮨bataine avec les motsbであつた。またしても言葉
は僕を拒むのだった。だがしかし、本の中で初めてそれらの言葉に出会つた時は、僕は
喜んで受け入れたものだった。稀にしかお目にかからぬ、夢にどつぶり浸された言葉、
例えば道具の部分の名称のように極めて正確に事物を指し示す言葉や、天候の様態を表
したり、あるいは 嘲朧:い託ure)」とか「帆 tvoilure)」 とか、事物の全体を言
い表す言葉、僕はそれらの言葉を収集したものだった 「知っておくと良いだろう」と
僕は思い、胸のなかに貯えておいたのだLところが、それらを必要とする今になって、
言葉はすり抜けていつてしまうのだ…それに、これほど多くの印象を整理し、それらに
動きを与えるとなると、まるで輪まわしの棒で池の水面全体をかき回すようなものだつ
たDあげくの果てに、やっと僕のところに戻つたほんのわず力輩単語も、リズムという
歯車装置に巻き込まれるのを拒む始末なのだ…そうなると僕は、力なく、絶望して、ガ
ックリとなつてしまう…い。501‐502)
様 な々言葉の有用性を認識し、普段からそれらの言葉を収集しているはずの
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主人公も、詩作の前ではその使用の困難さを見出すばかりなのである。なお、
ここでは「本の中で出会った言葉」を収集していたと明言されている。つまり、
最初から「日常言語とは違う言葉」に焦点が当てられているわけであり、ミル
ーの場合と比較するとさらに具体的な形で文学言語の特異さ、そして崇高さが
描写されていると言つてよいだろう。
以上、これらふたりの少年の「言葉との格間」を通して、昨研即日からの拒絶J
というモチーフを確認した。言葉を学び、収集し、それを選択して使用するの
は一見作者の自由であると思われるのに、それは作者側からのず方的なアプロ
ーチで可能となるものではないということが、ふたりの少年の姿を通して示さ
れているのではないだろう力、実は選択の自由権を所有するのは「言葉」であ
るのかもしれないのである。
おわりに
子供と「言葉」の描写を通して、ラルボーのふたつの根源的な言語観が明ら
力ヽ こなった。日常の言語においては「言葉」は時にその定義に独自の修正を必
要とするものであり、文芸創作のための言語において作者の前に立ちはだかる
「言葉」は、凡庸な使用を許さず、大いなる障害として現れるものである。新
たな定義を与えなければならない「言葉」、対決して組み伏せねばならない「言
葉」一こうした観点を理解してラルボーの他の作品を読むと、新たな見方が可
能となることを期待したい。
だが文学創作活動について考える時には、そもそも作者の言語観以外に重要
視せねばならない要素一作品テーマーが存在することも忘れてはならないであ
ろう。例えば、ラルボーが内的独自という手法を選んだのは、何よりも個人の
意識描写をテーマにしているからである。(。そして、そうしたテーマについて
も、ラルボー の子供たちは言及しているのだ。『夏休みの宿題』の主人公は「思
い出たちが、表現され、いつまでも変わらぬ形で固定されることを要求するの
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だ0.499」と述べているし、『包丁』のミルーにいたつては、実は自分が描き
たいのは好意を抱いているひとりの少女に全て還元されるものだと気づいてい
る。
そのとき彼は、全く説明はできないのだが『包丁のみじめさ』という題陥のお話に収め
られるはずであつたこと全てを含むひとつの言葉(un mOtlを見つけたのだ:彼は、シー
ツの下に頭を突つ込み、手をまるく唇に当てて、聞き取れないほどの小声でこう囁く。
「ジュスティー ヌ…ジュスティー ヌ…ジュスティー ヌ…」そして、やつと眠りに落ちる。
は419
冒頭で述べたように、子供にとつての「言葉」とはまず自分が直接知ること
のできないものを知るという手段であるはずである。だがしかし、「言葉」によ
って自分の内面世界を探求し、そして何かを作り出そうとした時には、結局自
分が直接知つているもの、あるいは体験したことの再現に向かうラルボー作品
の子供たちの姿は、子供時代を好んで作品テーヤにした作家自身の姿に関する
メタ・ランガージュのように思われ、興味深い。「詩」や「ジュステイーヌJの
ように、ある時にはただひとつだけで表現したいこと全てを表し、ある時は決
してその運用に妥協を許さない「言葉」という包括的で排除的なもの一ラルボ
ーが作品の創作において、こうした複雑な性質を持つ「言葉」との数々の対決
に挑んでいた姿が、少年たちの描写から生き生きと伝わつてくる。
使用テクスト:」レのψtt Zbyarあy a―のテクストはValew Lttbauこdワビ薔鴫
《Httdhδqtt de h Pbiade、Ga■imara 1957所収の版に基づく。各引用後の括弧内にペー
ジ数を記す。引用は既訳を参考にしたうえでの拙訳である。
ヴァレリー ・ラルボ 『ーめばえ(Enfa武heO』池田公麿訳、旺文社、1976年.
注 :
(1)自伝や自伝的作品における子供と文学作品の出会いについては、以下のような研究があ
る。
加藤林太郎、「自伝における子供の読書一大人の本 聖書、挿絵のある本一」、『人文論剣
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第49巻第3号、関西学院大学人文学会、1999年、P。74‐87.
Marie‐」0“chOmbtt De Luwe,υh ttdb aυ能 :ノ勧己加に場P血,PayOt,1971,
p.350‐360。
② chombtt De LauwQ ap.磁,p.350.《Peu apЮs bs p‐miδЮs d鍋uvetts directes
deS ttett qui rentourent,et en m6me ttmps qu■∞ntinue a n五chir ses
connぶmanoes,renfant s'亜出 u langage indind des moL,des mots dOnt i ttt
savolr 6tablir h∞照)。pondance avec Ls O可0協,Ou qШ peuvent ld pem醐しЮ de
」ou―ふdautres麗血
“
s que cene de la pelu〕ption hm6diate。))
(3)ミルーにはダンバとローズという「目に見えない人間(qui ne sOnt pas des aЮs
visible鋼の友達がいるが、ダンバはミルーが読んだ本から発想された人物であること
も留意しておきたし、未来のミルーの姿として想像されるダンパは「地図やガリエニ中
佐の本に載つている全ての国を見て回る」人物と説明されている。ガリエニ中佐の本は、
ラルボー少年の愛読書であつた。Valev Larbaud,".崩,p.410.
(0ラルボー の内的独自に関しては拙稿「ヴァレリー・ラルボー の作品における内的独自―
自職 のテーマとの関係から丁」(『年報フランス1孵制 第田号、関西審 フラ
ンス学会、1999年、p.29‐41)、篠沢秀夫「ヴァレリ・ラルボにおける内的独自-4餞盟嶋
力鉗"Ⅸ… な。・に即して一」(FFA治大学凌醐彫剖 45号、1968年、p.1‐25)を参照されたし、また、内的独自に関する=般的な考察としては以下のような研究がある。Edouard D可田h,ル″物崚 LttЩ Albe■MesseL,1931.
大浦康介「『内的独自』の詢 。デュジヤルダンの『月桂樹は刈られ制 をめぐって」、
『象徴主義の光と影』宇佐美斉編著、ミネルヴァ書房、1997年、P.292‐309。
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